
初
山
別
村
文
化
祭（
１１
月
３
日
／
う
み
ね
こ
サ
ー
ク
ル

初
山
別
村
文
化
祭（
１１
月
３
日
／
う
み
ね
こ
サ
ー
ク
ル
））

メ
ー
ル
登

メ
ー
ル
登
録録



隠

　
文
化
の
日
に
自
然
交
流
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
た
芸
能
発
表
会
で
は
、
子

ど
も
た
ち
の
ピ
ア
ノ
演
奏
や
さ
わ
や

か
コ
ー
ラ
ス
、
は
ま
な
す
会
に
よ
る

太
鼓
演
奏
、
詩
吟
に
民
謡
と
発
表
さ

れ
、
会
場
に
集
ま
っ
た
住
民
は
地
域

文
化
の
ひ
と
時
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
、

二
階
の
小
ホ
ー
ル
及
び
和
室
で

は
、
児
童
生
徒
、
一
般
の
工
作
や

書
道
、
美
術
作
品
や
生
け
花
、
写

真
、
陶
芸
、
保
育
所
園
児
に
よ
る

貼
り
絵
な
ど
三
百
二
十
点
の
作

品
が
ず
ら
り
と
並
び
ま
し
た
。

《
作
品
展
示
会
》（
　
月
１
日
～
４
日
）

１１

主催『初山別村教育委員会・

　　　　　　初山別村文化協会』

《
芸
能
発
表
会
》（
　
月
３
日
）

１１

はまなすはまなす会会『まつり太鼓『まつり太鼓』』ほかほか詩吟サーク詩吟サークルル『『雨ニモマケズ雨ニモマケズ』』ほかほか

ピアノ演ピアノ演奏奏

『メヌエット・ト長調』ほか『メヌエット・ト長調』ほか★★

うみねこサークル『サライ』うみねこサークル『サライ』♪♪

さわやかコーラス愛好会さわやかコーラス愛好会　　　　　　

　　　　　 『　『誰かが小さなベルをおす』ほか誰かが小さなベルをおす』ほか♪♪

平平成成２２５５年年度度 初初山山別別村村文文化化祭祭平成２５年平成２５年度度 初山別村文化初山別村文化祭祭平成２５年度 初山別村文化祭



年
に
わ
た
り
納
期
内
納
税

の
継
続
、
納
税
思
想
の
普

及
に
寄
与
し
た
組
合
活
動
の
功

績
が
認
め
ら
れ
、
新
興
納
税
貯

蓄
組
合
（
安
斎
昭
榮
組
合
長
）

が
社
会
貢
献
賞
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
有
明
３
の
上
納
税
貯

蓄
組
合
（
村
田
寿
宏
組
合
長
）

は
留
萌
振
興
局
長
表
彰
を
受
賞

し
、
岡
崎
一
智
留
萌
振
興
局
長

か
ら
表
彰
状
を
授
与
さ
れ
ま
し

た
。（
　
月
　
日
）

１１

２１

韻

11月のこ んなこ とあんなこ と

●１１月のできごと ●
で　き　ご　と日（曜）

村文化祭作品展示会　～４日
お茶の間懇談会
（初山別・千代田地区）

１晶

村文化祭芸能発表会３掌

総合健診　～５日４捷

第３７回留萌地方道民芸術祭
（展示部門）～１０日

８晶

税の書道展　～１７日９松

第３７回留萌地方道民芸術祭（舞台
部門）

１０掌

ほしっこくらぶ
村農業委員会総会
羽幌ロータリークラブ交通安全旗寄贈

１３昌

運動教室（スポーツセンター）１４昭

ヘルスアップ教室（豊岬館・交流
センター）
脳活教室（有明母と子の家）

１５晶

第５６回初山別村女性大会１７掌

納税功労表彰
運動教室（スポーツセンター）
脳活教室（有明母と子の家）

２１昌

ヘルスアップ教室（有明母と子の
家・交流センター）

２２昭

消防団１２０年切手贈呈式
運動教室（スポーツセンター）
脳活教室（有明母と子の家）

２８昭

域
住
民
の
生
の
声
を
聞
き
今
後
の

村
作
り
に
つ
い
て
の
対
話
、
懇
談
の

場
と
し
て
「
お
茶
の
間
懇
談
会
」
が
各
地

区
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
役
場
職
員
に
よ
る
事
務
説
明
が
行
わ
れ

た
後
、
住
民
か
ら
防
災
関
係
の
質
問
や
地

域
の
要
望
等
の
意
見
が
出
さ
れ
、
宮
本
村

長
と
住
民
の
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。（
　
月
　
日
～
　
月
１
日
）

１０

３０

１１

地

長

お
茶
の
間
懇
談
会

治
　
年
に
消

２７
防
組
が
発
足

し
１
２
０
年
を
迎

え
る
こ
と
を
記
念

し
発
行
さ
れ
た

「
消
防
団
１
２
０

年
切
手
」
の
贈
呈

式
が
消
防
初
山
別

支
署
で
行
わ
れ
、
伊
藤

太
一
初
山
別
局
長
か

ら
鎌
田
健
治
消
防
団

長
に
特
殊
切
手
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

（
　
月
　
日
）

１１

２８

明 消
防
団
　
年
記
念
切
手
贈
呈
式

１２０

平
成
　
年
度
納
税
功
労
者
・
団
体
表

２５

彰
《
北
海
道
社
会
貢
献
賞
》 

有明地区（１０／３０有明地区（１０／３０））初山別地区（１１／１初山別地区（１１／１））

豊岬地区（１０／３１豊岬地区（１０／３１））



吋

小　　学　　生受　賞　区　分

（初小３年）小　林　美夕菜留萌振興局長賞特
 別
 賞

（初小５年）村　元　恵　利初 山 別 村 長 賞

（初小５年）小　林　健　人初山別村教育長賞

（豊小６年）小笠原　安　里金 賞懇
談
会
会
長
賞

（豊小４年）早　坂　明　莉銀 賞

（豊小４年）山　本　晴　喜銅 賞

中　　学　　生受　賞　区　分

（初中３年）長谷川　媛　子留萌振興局長賞特
 別
 賞

（初中３年）木　村　有　伽初 山 別 村 長 賞

（初中３年）江　端　直　哉初山別村教育長賞

（初中２年）武　田　竣　己金 賞懇
談
会
会
長
賞

（初中２年）中　村　望　威銀 賞

（初中１年）宮　崎　菜　月銅 賞

を
テ
ー
マ
に
、
村
租
税
教
育
推
進
懇
談
会
が
主
催
す
る
書
道
展
が
行
わ
れ
、
自

然
交
流
セ
ン
タ
ー
内
に
展
示
さ
れ
ま
し
た
。（
　
月
９
～
　
日
）

１１

１７

税

　
月
は
、

１２滞
納
整
理
強
化
月
間
で
す
。

第
　
回
初
山
別
村
小
・
中
学
生
《
税
の
書
道
展
》

２５

女
性
団
体
連
絡
協
議
会
（
髙
場
志
津
子
会
長
）
の
主
催
に
よ
る

第
　
回
初
山
別
村
女
性
大
会
が
自
然
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

５６

れ
ま
し
た
。

　
今
年
で
設
立
　
周
年
と
な
る
記
念
大
会
の
会
場
に
は
、
昔
の
女
性

６０

大
会
の
写
真
や
冊
子
も
展
示
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、（
株
）萌
福
祉
サ
ー
ビ
ス
蔵
根
幹
夫
取
締
役
が
「
心
豊

か
に
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
」
と
題
し
て
記
念
公
演
を
行
い
、
そ
の

後
、
会
食
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
行
い
、
最
後
は
初
山
別
音
頭
を
踊

り
会
場
は
盛
り
あ
が
り
ま
し
た
。（
　
月
　
日
）

１１

１７

村 第
　
回
初
山
別
村
女
性
大
会

５６



右

 

月
の
「
ほ
し
っ
こ
く
ら
ぶ
」
は
、

★
じ
ゆ
う
あ
そ
び

　
　
で
し
た
。（
　
月
　
日
）

１１

１３

今 ☆
ほ
し
っ
こ
く
ら
ぶ
「
　
月
号
」

１１

次
回
、　

月
　
日
の
「
ほ
し
っ
こ
く
ら

１２

１１

ぶ
」
は
、

　
☆
じ
ゆ
う
あ
そ
び

　
☆
よ
み
き
か
せ
（
ク
リ
ス
マ
ス
会
）　

の
予
定
で
す
。

　
楽
し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
ね
。

平成２６年１月から、記帳・帳簿等の保存制度の対象者が拡大されます

　平成２６年１月からは、事業所得、不動産所得又は山林所得を生ずべき業務

を行う全ての方について、記帳と帳簿書類の保存が必要となります。

　なお、この記帳と帳簿書類の保存制度につきましては、所得税の申告が必

要ない方も対象となります。

　詳細は、国税庁ホームページ（http://www.nta.go.jp）をご覧いただくか、

留萌税務署　電話 ０１６４－４２－０６６３ までお問い合わせください。

○自衛隊高等工科学校生徒 （身分は特別職国家公務員（生徒）であり、生徒手当が支給さ

れ課程終了時に高等学校の卒業資格を取得できる。（提携する通信制高等学校に編入学））

☆応　募　資　格　中学校卒業（見込み含む）の１５歳以上１７歳未満の男子

　　　　　　　推薦試験（募集人員：約６０名）一般試験（約２６０名）

☆締　め　切　り　推薦試験（１２月６日（金））一般試験（平成２６年１月１０日（金））

☆試　験　期　日　推薦試験（平成２６年１月１１日～１３日の指定する１日）

　　　　　　　一般試験（平成２６年１月１８日（土））

☆試　験　種　目　筆記試験

　　　　　　　（国、数、理、社、英：マークシート、作文）（第一次試験）

☆試　験　会　場　一般試験（留萌駐屯地）、

　　　　　　　推薦試験（高等工科学校：神奈川県横須賀市）

　　　　　　　※推薦試験には学校長の推薦等が必要です。

○お問い合わせ　自衛隊旭川地方協力本部留萌地域事務所：０１６４－４２－４６５０

平成２５年度　自衛官の募集について

初参加 長坂璃々奈ちゃ初参加　長坂璃々奈ちゃんん

山本 葵ちゃ山本　葵ちゃんん

相馬 唯ちゃ相馬　唯ちゃんん



宇

●
便
秘
を
防
い
で
快
適
生
活

　
年
代
、
性
別
を
問
わ
ず
、
便
秘

に
悩
ん
で
い
る
方
は
多
い
と
思

い
ま
す
。
便
秘
の
原
因
は
さ
ま

ざ
ま
で
す
が
、
そ
の
背
後
に
は

深
刻
な
問
題
も
潜
ん
で
い
る
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。
自
分
の
原

因
は
ど
こ
に
あ
る
か
確
認
し
、
そ

の
改
善
方
法
を
身
に
つ
け
て
快
適

な
毎
日
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

●
便
秘
の
原
因
は
？

　
便
秘
の
原
因
は
、
大
き
く
分

け
て
「
病
気
が
原
因
の
便
秘
」
と

「
生
活
習
慣
が
原
因
の
便
秘
」
の

２
つ
が
あ
り
ま
す
。
一
般
的
な

便
秘
は
「
生
活
習
慣
が
原
因
」
の

も
の
が
圧
倒
的
に
多
い
の
で
す

が
、
病
気
が
原
因
と
な
る
も
の

は
早
急
に
治
療
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

〈
主
な
病
気
〉

　
ポ
リ
ー
プ
、
腸
炎

　
閉
塞
、
大
腸
が
ん

　
な
ど

〈
主
な
生
活
習
慣
〉

　
食
生
活
、
運
動
不
足
、

　
ス
ト
レ
ス
、

　
不
規
則
な
生
活

こ
れ
ら
の
原
因
の
ほ
か
に

加
齢
や
女
性
ホ
ル
モ
ン
な
ど
も

関
与
し
て
い
ま
す
。

●
便
秘
が
及
ぼ
す
さ
ま
ざ
ま

な
ト
ラ
ブ
ル

　
便
秘
だ
け
で
も
不
快
で
憂
鬱

な
の
に
、
便
秘
が
慢
性
化
し
て

し
ま
う
と
体
に
さ
ま
ざ
ま
な
ト

ラ
ブ
ル
が
生
じ
ま
す
。
肌
あ
れ

な
ど
の
美
容
面
の
影
響
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
本
来
排
出
さ
れ

る
老
廃
物
が
腸
内
に
蓄
積
さ
れ

て
有
害
物
質
や
悪
玉
菌
が
必
要

以
上
に
発
生
し
て
し
ま
い
ま
す
。

腸
内
環
境
が
発
が
ん
の
一
因
に

も
な
り
ま
す
の
で
、
症
状
が
重

い
場
合
は
医
師
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

　
よ
く
起
こ
る
ト
ラ
ブ
ル
と
し

て
は
次
の
よ
う
な
も
の
も
あ
り

ま
す
。

<

 よ
く
起
こ
る
ト
ラ
ブ
ル>

 

　
・
冷
え
・
む
く
み

　
・
胃
痛
・
腰
痛
・
痔

●
便
秘
の
改
善
・
予
防

①
食
生
活
の
見
直
し

・
朝
食
を
し
っ
か
り
食
べ
る
こ

と
で
脳
が
刺
激
を
受
け
便
意

の
信
号
を
送
っ
て
く
れ
る
。

・
食
物
繊
維
を
積
極
的
に
と
る
。

イ
モ
や
豆
類
な
ど
の
不
溶
性

の
も
の
は
水
分
を
吸
収
し
大

き
く
膨
ら
み
腸
を
刺
激
す
る

の
で
水
分
摂
取
を
忘
れ
な
い

よ
う
に
す
る
。
海
藻
や
果
物

な
ど
は
水
に
溶
け
て
便
を
柔

ら
か
く
す
る
。

②
適
度
な
運
動
や
十
分
な
睡
眠

③
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
る

　
便
秘
の
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
生

活
習
慣
に
あ
る
と
い
っ
て
も
過

言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
食

生
活
と
は
密
接
な
関
係
が
あ
り

ま
す
の
で
、
食
事
内
容
や
時
間

だ
け
で
も
見
直
し
て
健
康
で
快

適
な
毎
日
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

（
担
当
　
大
水
）

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す



烏

　
安
全
で
安
心
な
年
末
を
送
り
、

希
望
に
満
ち
た
新
年
を
迎
え
る
た

め
、
次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
て
犯

罪
被
害
や
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
女
性
対
象
犯
罪
の
被
害
防
止

・
夜
間
は
、
可
能
な
限
り
、
明
る

い
道
や
人
通
り
の
多
い
道
を
通

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
夜
間
に
、
イ
ヤ
ホ
ン
で
音
楽
を

聴
い
た
り
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

操
作
し
た
り
し
な
が
ら
歩
か
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止

・「
電
話
番
号
が
変
わ
っ
た
」
と
い

う
電
話
は
詐
欺
で
す
。

・
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
医
療
費
が
戻
る
こ
と

は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

・
う
ま
い
話
に
は
ウ
ラ
が
あ
り
ま

す
。
も
う
け
話
に
要
注
意
。

・
お
金
を
要
求
す
る
怪
し
い
電
話

や
メ
ー
ル
が
来
た
ら
、
必
ず
家

族
や
警
察
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

○
灯
油
盗
難
の
被
害
防
止

・
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
に
は
盗
難
防
止

器
具
を
取
り
付
け
ま
し
ょ
う
。

・
ポ
リ
タ
ン
ク
は
施
錠
設
備
の
あ

る
場
所
に
保
管
し
、
確
実
な
施

錠
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
ス
リ
ッ
プ
等
に
よ
る
交
通
事
故

　
の
防
止

・
ス
リ
ッ
プ
事
故
の
原
因
と
な
る

急
発
進
、
急
ブ
レ
ー
キ
な
ど
、

急
の
つ
く
運
転
は
危
険
で
す
。

・
時
間
に
余
裕
を
も
っ
て
、
ス

ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
と
車
間
距
離
の

保
持
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
　
月
　
日
か
ら
　
日
ま
で
は

１２

１０

１６

「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週

間
」
で
す
！

　
拉
致
容
疑
事
案
を
は
じ
め
と
す

る
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害

問
題
に
関
す
る
国
民
の
関
心
を
高

め
る
と
と
も
に
、
国
際
社
会
と
連

携
し
つ
つ
北
朝
鮮
に
よ
る
人
権
侵

害
問
題
の
実
態
を
解
明
し
、
そ
の

抑
止
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

毎
年
　
月
　
日
か
ら
　
日
ま
で
を

１２

１０

１６

「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週

間
｣
と
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
　
　
　
　
（
羽
幌
警
察
署
）

　
毎
年
、
雪
の
シ
ー
ズ
ン
に
な
る

と
除
雪
機
に
よ
る
事
故
が
多
発
し

て
い
ま
す
。
除
雪
機
を
使
う
際
に

は
、
使
用
者
の
責
任
に
お
い
て
、

正
し
く
、
安
全
に
作
業
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

①
安
全
装
置
が
正
し
く
作
動
し
な

い
状
態
で
は
絶
対
に
使
用
し
な
い
。

②
除
雪
機
を
使
用
す
る
場
合
は
、

周
囲
に
人
が
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
、

人
を
絶
対
に
近
づ
け
さ
せ
な
い
。ま

た
、
不
意
に
人
が
近
づ
い
た
場
合

に
は
除
雪
機
を
直
ち
に
停
止
で
き

る
よ
う
な
状
態
で
除
雪
を
行
う
。

③
投
雪
口
に
詰
ま
っ
た
雪
を
取
り

除
く
際
に
は
必
ず
エ
ン
ジ
ン
を
停

止
し
、
オ
ー
ガ
や
ブ
ロ
ア
の
回
転

が
停
止
し
た
こ
と
を
確
認
し
て
か

ら
雪
か
き
棒
を
使
用
し
て
雪
を
取

り
除
く
。

④
除
雪
機
を
使
用
す
る
際
、
特
に

後
進
時
は
足
元
や
周
囲
の
障
害
物

に
注
意
を
払
い
、
転
倒
し
た
り
、

挟
ま
れ
た
り
し
な
い
よ
う
無
理
の

な
い
速
度
で
使
用
す
る
。

⑤
除
雪
作
業
中
は
、
雪
を
飛
ば
す

方
向
に
、
人
や
車
・
建
物
が
な
い

こ
と
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

⑥
作
業
を
行
う
前
に
、
必
ず
取
扱

説
明
書
を
よ
く
読
ん
で
、
正
し
い

使
い
方
を
し
ま
し
ょ
う
。

▽
問
い
合
わ
せ
…
一
般
社
団
法
人

日
本
農
業
機
械
工
業
会
／
除
雪

機
安
全
協
議
会

　
電
話
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３
倆
３
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３
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倆
０
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お
知
ら

お
知
ら
せせ

年
末
に
お
け
る
犯
罪
や
交

通
事
故
の
な
い
地
域
づ
く
り

歩
行
型
除
雪
機
に
よ
る
事

故
を
防
ご
う

拉
致
容
疑
事
案
を
は
じ
め

と
す
る
北
朝
鮮
当
局
に
よ

る
人
権
侵
害
問
題
へ
の
感

心
を
高
め
ま
し
ょ
う



羽

○お問い合せ先／羽幌営業所　緯 ０ １ ６ ４－６ ２－１ ０ ４ ７



迂

１．当分の間「一般内科の午後診療」は休止となっています。
２．第１～第３木曜日の留萌市立病院出張医による総合内科は休止となりました。
３．毎週木曜日に「消化器内科」を新しく始めました。
４．内科の予約の無い患者さまは９時からの診察となります。
５．コンタクトレンズの処方は行っていませんのでご了承ください。
６．１月は６日から外来診療を行います。

ひ と の う ご き

～平成２５年１１月末～

受付時間等応 援 医 師
金木水火月

診　療　科
午後午前午後午前午後午前午後午前午後午前

８：００～１０：３０－○－○－○－○－○内 科

８：００～１０：３０
留萌市立 高橋副院長（隔週）
※午前中のみの診療

－－－－－予約－－－－循環器内科

８：００～１０：３０重原医師予約○－－－－－－－－呼吸器内科

８：００～１０：３０－－－○－－－－－－消化器内科

（診察は１４：００から）予約－－－－－－－－－禁　煙　外　来

８：００～１０：３０－○－○－○－○－○外 科

８：００～１０：３０－○－○－○－○－○整 形 外 科

①渡部整形外科 渡部院長
②留萌市立病院より

①第２・４火曜日（１４日・２８日）午前・午後
②月２回木曜日（９日・２３日）（９：００～１７：００）

整形専門外来
（完全予約制）

８：００～１１：００
１３：００～１５：００

①旭川医大 井上講師
②札幌医大
　　コドモックルより

－－○○－－－－△△

小 児 科 ①第１・３・４月曜日 （６日・２０日・２７日）午前・午後
②毎週木曜日 午前・午後

８：００～１１：００
１３：３０～１５：００

金野医師－－－－－－○○－－婦 人 科

（電話にて申し込み）（当院助産師）－－－－－－予約予約－－ミルキー外来

８：００～１１：００旭川医大より－－－－－－－○－－眼 科

８：００～１１：００札幌医大より月２回月曜日（６日・２７日）午前中皮 膚 科

８：００～１１：００札幌医大より第２・４水曜日（８日・２２日）午前中のみ耳 鼻 咽 喉 科

８：００～１０：３０札幌医大より第３・５木曜日（１６日・３０日）午前中のみ泌 尿 器 科

札幌医大 齋藤教授月１回（紹介患者のみ）精 神 科

◎上記診療予定は変更となることもありますことをご了承ください。

転　　入

１１／３　長谷川　洋　子（初山別）

おくやみ

１１／３　長谷川　昭　夫

　　　　　　　　　８６歳（明　里）

１１／５　木　野　和　夫

　　　　　　　　　８６歳（明　里）

北海道立羽幌病院か ら のお知 ら せ 【平成２６年１月分 外来診療体制】

人口と世帯数
人口 １,３５３人 （△６人）
 男 ６４０人
 女 ７１３人
 世帯数 　５９４世帯 （△３世帯）

（　） は前月比

お
 知
 
ら
 せ

★夜間・土日・祝日診療は緊急性のある重篤な患者さまに限らせ
ていただきます。
★緊急性のない軽傷の患者様は、夜間・土日・祝日の受診は控え
ていただき、平日の診療時間内に受診されるようご協力願いま
す。（なお、病状などでご心配なときや、受診を希望される場合
は看護師がご相談を承りますので、まず電話でご相談ください。
ご相談の内容によって医師と相談し、すぐに受診いただいたほ
うがよいか判断させていただきます。）電話 ０１６４－６２－６０６０

　平日は、北海道立消費生活センター、土日祝日は、
国民生活センターにつながります。
　役場では、経済課水産商工係が窓口です。

消費生活に関する相談は
消費者ホットラインへ

0570－064－370

一人で悩まず、まずは相談して下さい。



　初山別村民憲章　　体をきたえ、心をみがき明るい村にしましょう。

煙この広報誌は再生紙を使用しています。
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● 今月の主な行事予定 ●
（１２／１１～１／１０）

行　　　　　事　　　　　等日月

広報しょさんべつ配布（１２月号）
ほしっこくらぶ

１１昌

　

月

１２

村議会定例会
予防接種

１２昭

１３晶

１４松

１５掌

乳幼児健診
献血
一般ごみ収集日（初山別・千代田地区）

１６捷

１７昇

防災訓練１８昌

１９昭

破砕・危険ごみ収集日（初山別・千代田地区）２０晶

２１松

２２掌

天皇誕生日２３捷

一般ごみ収集日（有明・栄・豊岬・明里・共成地区）２４昇

２５昌

広報しょさんべつ配布（１月号）
予防接種

２６昭

２７晶

２８松

２９掌

役場仕事納め
一般ごみ収集日（初山別・千代田地区）

３０捷

大晦日３１昇

元旦１昌

１

月

２昭

３晶

成人式４松

５掌

役場仕事始め６捷

消防団・救難所出初め式
一般ごみ収集日（有明・栄・豊岬・明里・共成地区）

７昇

８昌

予防接種９昭

１０晶

雨

消防初山別支署からのお知らせ！
平成２５年４月１日から

ご理解とご協力をお願いします

救救 急急 出動する消防車両は、
道路交通法に則り緊急走行時
サイレンを吹鳴しています。

　この時期になると、天気予報では必ずと

言っていいほど「西高東低の冬型の気圧配置」

という言葉が出てきます。これは文字の通り西

側に高気圧、東側に低気圧がある気圧配置で、

主に北西からの冷たく強い風が吹くのが特徴

です。冬期間に「西高東低」となりやすいのは、

大陸が冷やされることで空気が重くなり、優

勢な高気圧が形成される一方、低気圧がオ

ホーツク海から千島列島付近に発達しながら

進むことが多くなるためです。

　大陸からの冷たい風が日本に来るには、途

中必ず日本海を通ります。ここで大量の水蒸

気を補給し、この水蒸気が冷やされることで

雲が次 と々発生し、日本列島に流れ込んで雪

を降らせます。この時の雲は風が強いため細く

筋状になるのが特徴で、「西高東低の冬型の

気圧配置」は長いときには１週間ほど続くた

め、限られた同じ地域に雪雲が入り続けると、

局地的な大雪をもたらすことがあります。

　気象台では、初山別村において１２時間に

降る雪の量が５０センチ以上と予想した場合に

は大雪警報を、３０センチ以上降ると予想した

場合には大雪注意報を発表します。大雪警報

や大雪注意報が発表された場合は、大雪によ

る交通障害などに警戒または注意して下さい。

　
旭川地方気象台ホームページアドレス

　http://www.jma－net.go.jp/asahikawa/

　問合せ先／旭川地方気象台

気象台ひと口メモ
～冬の気圧配置～

交通安全旗の寄贈
　１１月１３日、羽幌ロータリークラブ様（木

田勝彦会長）から交通安全旗５０枚が寄贈さ

れ、村長室にて受領いたしました。

羽幌ロータリークラブ


